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新年あけましておめでとうございます。
令和４年の新春を迎え、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
会員の皆様には、日頃から当協会の事業推進に対しまして、ご理解、ご尽力をいただき、厚く
御礼申し上げます。また、栃木県、県内各消防本部及び関係団体の皆様には、格別のご指導、ご
協力を賜り心より御礼申し上げます。
さて、昨年を振り返りますと、２月21日には足利市で山火事が発生し、強風等の影響もあり長
期に渡って燃え続け、甚大な被害を与えました。幸いにして死傷者はおりませんでしたが、167ヘ
クタールもの森林が消失したと聞いております。また、７月には熱海市で大規模な土石流が発生
し多くの命が奪われました。この他にも、日本各地で地震や火山の噴火など様々な災害が発生し
ました。そして、新型コロナウイルスとの戦いは、緊急事態宣言を経てもなお、オミクロン株と
いう新たな変異株への対応が求められております。当協会においては、新たに「サーマルカメ
ラ」を購入し、スムーズな検温を可能としコロナ対策の充実にも努めてきたところであります。
明るい話題といえば、東京オリンピック・パラリンピックではないでしょうか。コロナ禍にあ
っての開催で、様々な御意見がある中での開催でしたが、多くの人々に夢と希望を与えてくれた
と思っております。特に、ボッチャで「スギムライジング」を見た時に、人間の可能性を改めて
感じたのは、私だけではないでしょう。
また、国においては、先の二酸化炭素消火設備の事故を受け、昨年、委員会・部会を設置しそ
の対応を検討してまいりました。
当協会といたしましては、今後もこうした情報の発信に努めながら、各種講習会の開催、消防
用点検表示制度の推進、点検報告制度の啓発及び火災予防思想の啓発広報等を積極的に行い、安
全安心の確保に努めてまいる所存であります。今後とも、関係各位のご指導、ご支援をいただき
ますよう、よろしくお願い申し上げます。
結びに、新型コロナウイルスの一日も早い終息を願うとともに、会員の皆様にとりまして、本
年がより良い年でありますよう心より祈念申し上げ、新年のご挨拶といたします。

一般財団法人栃木県消防設備保安協会
理事長　和　田　　　均

新年のご挨拶
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皆様、あけましておめでとうございます。
一般財団法人栃木県消防設備保安協会の会員の皆様におかれましては、平素から各種消防用設
備等の点検業務の推進、火災予防に係る安全思想の普及など、「安全安心な地域社会」の実現に
向けて御尽力を頂いていることに対しまして、心から感謝申し上げます。
さて、新型コロナウイルス感染症への対応につきましては、保健・医療提供体制の整備やワク
チン接種促進に向けた取組を着実に進めますとともに、引き続き、国や市町、関係機関等と緊密
に連携し、県民の暮らしと健康を守るため、必要な対策に万全を期して参ります。
一方、地域経済は大きな打撃を受け続けており、産業の基盤が脅かされるとともに、企業活動
やイベントの自粛・縮小等により、ひとの交流機会が減少している状況にあるため、引き続き、
通常に近い社会経済活動の一日も早い回復を図って参ります。
また、県政の基本指針である栃木県重点戦略「とちぎ未来創造プラン」には、ポストコロナを
見据え、これまでとは異なる考え方や価値観を前提とする「新たな日常」の視点を取り入れた取
組も盛り込んでおり、本県版まち・ひと・しごと創生総合戦略「とちぎ創生15戦略（第２期）」
との連携を図りながら、各種プロジェクトをより積極的に展開して参ります。
具体的には、地方への関心の高まりを好機ととらえ、新しい生活様式を基本として、移住・定
住の促進や関係人口の創出・拡大に取り組み、本県へのひとの流れを着実なものとして参ります。
さて、今年はいよいよ「いちご一会とちぎ国体・とちぎ大会」開催の年です。１月には国体の
冬季大会、10月には国体の本大会、全国障害者スポーツ大会であるとちぎ大会と続きますので、
市町や競技団体・関係機関と連携を図りながら、大会のスローガンである「夢を感動へ。感動を
未来へ。」のとおり、県民が夢と希望を抱き、多くの方々の心に残る大会となるよう準備に万全
を期して参ります。
近年、働き方やビジネスモデルの多様化、東京一極集中是正の兆し、環境問題への意識の高ま
りなどの大きな変化が生じてきており、これまで解決が困難であった課題に対して積極的に取り
組む好機が到来しております。これを逃すことなく、新しい時代の潮流を的確にとらえ、デジタ
ル技術も有効に活用しながら、本県の将来像である「人が育ち、地域が活きる　未来に誇れる元
気な“とちぎ”」の実現に向け全力で取り組んで参ります。
一般財団法人栃木県消防設備保安協会の会員の皆様には、今後とも、地域社会の安全確保のた
め、引き続き御支援、御協力を賜りますようお願い申し上げますとともに、貴協会のますますの
御発展と、本年が会員の皆様にとって素晴らしい年となりますことを祈念申し上げまして、新年
の御挨拶といたします。

栃木県知事
福　田　富　一

令和４(2022)年 新年のご挨拶
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新春を迎え、皆様に謹んでご挨拶を申し上げます。
当センターは、1975年の設立以来、消防機関や関係業界の皆様から多大なご支援とご指導を賜
り、逐次業務の拡充を図って参りました。
消防設備点検資格者等の消防技術者を養成するための各種講習や消防防災用設備機器の認定・
性能評定、消防防災情報通信システムの調査・設計・施工監理、消防防災に関する国際協力及び
調査研究、違反是正支援事業、各種出版物の刊行等、多岐にわたる業務を、都道府県消防設備協
会及び消防防災事業団体等と緊密に連携して実施しております。
さて、昨年を振り返りますと、新型コロナウイルス感染拡大の大きな波が何度も発生し、多く
の命を奪い、後遺症に苦しむ方も多いと聞きます。また、長期間に渡り緊急事態宣言が発令され
るなど、一昨年に引き続き生活や経済活動は大きな影響を受けました。
また、７月に発生した静岡県熱海市における大雨による土石流、８月の九州、中国地方等にお
ける集中豪雨により、多くの方が亡くなるとともに大きな被害をもたらしました。
さらには、一昨年末より立て続けに発生した二酸化炭素消火設備に係る事故により尊い命が失
われてしまいました。
こうした状況を踏まえ、当センターといたしましては、消防機関をはじめ関係機関と連携し、
消防防災関係資格者養成のための講習会の充実や火災はもとより、発生が懸念される様々な自然
災害等に的確に対応した自衛消防組織の充実の支援等、当センターに期待される役割を積極的に
果たして参りたいと考えております。
引き続き、各事業の円滑な推進を図りますとともに、時代変化に柔軟に対応した積極的な事業
展開に努めて参りますので、本年も皆様の一層のご理解、ご支援を賜りますようお願い申し上げ
ます。
結びに、本年がコロナ禍を乗り越えて新しい時代へ踏み出して行く、そんな素晴らしい年であ
りますこと、そして皆様のご多幸とご発展を心からご祈念申し上げ、新年のご挨拶といたします。

一般財団法人日本消防設備安全センター
理事長　北　崎　秀　一

新春のご挨拶



受章された笹岡氏、佐藤氏（左から）
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令和３年春の褒章において、大橋保理事が“黄綬褒章”を受章されました。
当協会にとりまして大変名誉なことであり、お祝いを申し上げますとともに、
ますますのご活躍を祈念申し上げます。

令和３年度総合防災訓練につきましては、県と佐野市との共催で８月29日㈰に開催する予定で
したが、新型コロナウイルスの感染拡大の影響により中止になりました。

防災関係情報

講習会関係情報

昨年11月５日㈮ 明治記念館（東京都港区）において､ 消防庁及び一般財団法人日本消防設備安
全センター主催の令和３年度消防設備関係功労者等表彰式が行われました。
本県からは次の２名の方と１事業所が受賞されました。
心よりお慶び申し上げますとともに今後のますますのご活躍を祈念申し上げます。

○消防設備保守関係功労者表彰（長官表彰）
　　笹岡　　章氏（協同組合 栃木県消防設備保守協会）

○消防設備保守関係者表彰（理事長表彰）
　　佐藤　健成氏（佐藤防災サービス株式会社）

○優良事業所表彰（理事長表彰）
　　栃木防災株式会社（代表取締役 阿波保雄氏）

〈 大橋保理事  黄綬褒章受章 〉〈 大橋保理事  黄綬褒章受章 〉

〈 消防庁長官表彰及び (一財 ) 日本消防設備安全センター 理事長表彰 〉〈 消防庁長官表彰及び (一財 ) 日本消防設備安全センター 理事長表彰 〉

表彰関係情報

〈 栃木県総合防災訓練について 〉〈 栃木県総合防災訓練について 〉

新型コロナウイルスの影響が心配されましたが、ソーシャルディスタンスを保ち、検温や手指
の消毒等を実施し、無事予定どおり終了することができました。なお、隔年で実施しております
消防設備点検資格者講習会を11月に実施いたしました。第１種56名、第２種39名の方が受講され
ました。次回は令和５年度に実施予定です。
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点検済表示登録会員紹介

１）紹介者氏名
代表取締役　高　橋　和　夫

●ひとこと
私たちがご提供するサービスは、お客様が
要望・期待している「満足とはなにか」を
創造することにあります

２）会社概要
会　社　名 株式会社　大高商事
住　　　　所 宇都宮市宝木本町1474番地5
 TEL 028-665-1911
 FAX 028-665-1919

業 　 　 種 主に総合ビル管理（清掃・設備管理・環境衛生管理）
表示登録番号 090-1-043
従 業 員 数 987名（うち消防関係６名）
資 格 取 得 消防設備士（甲種各類・乙種各類）
 消防設備点検資格者（第１種・第２種）
 防火対象物点検資格者・防火管理者・防災センター要員
 他、 電気主任技術者・建築物環境衛生管理技術者・エネルギー管理士
  電気工事士・ボイラー技士・各種施工管理技術者
  危険物取扱者・環境測定士・職業訓練指導員・公害防止管理者
  ビルクリーニング技能士など
ホームページ https://ssl.daikoh.net

３）点検業務の取り組み方
安心と信頼のサービスのために、常に最適な環境を模索しています。
決して焦らず急がず安穏とせず、一歩一歩確実に進むこと。

４）当協会に期待すること
法改正の早期案内と業界内の情報の提供をお願いいたします。

ダイコウ
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令和４年度 消防設備士試験日程

令和２年度 消防設備士試験合格者状況

第１回 第２回
試 験 日 令和４年９月 11 日（日）　 令和５年２月 12 日（日）　

試 験 会 場 栃木県立宇都宮工業高等学校（宇都宮市雀宮町 52）

種 類 甲種・乙種

願書申請期間

電子申請 電子申請
令和４年7月１日（金）～7月12日（火） 令和４年12月２日（金）～12月13日（火）

書面申請 書面申請
令和４年７月４日（月）～７月15日（金） 令和４年12月５日（月）～12月16日（金）

合格発表予定 令和４年 10 月 19 日（水）予定 令和５年３月 17 日（金）予定

願書等常置場所 （一財）消防試験研究センター栃木県支部、栃木県内各消防本部

願書受付場所 （一財）消防試験研究センター栃木県支部

問い合わせは（一財）消防試験研究センター栃木県支部　TEL 028（624）1022へ
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■試験日／【前期】令和２年９月13日（宇都宮市）【後期】令和３年３月28日（宇都宮市）（一財）消防試験研究センター栃木県支部 提供

受験者
類　別

合格者

前　　期

合格率％ 受験者 合格者

後　　期

合格率％ 受験者 合格者

合　　計

合格率％
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理事・監事・評議員名簿

事 業 所 名
和田工業（株）
大成電設（株）
栃木防災（株）
大橋総設工業（株）
（株）水戸設備工業
戸塚電工（株）
（有）和久井電気
（株）ユーユー商会
佐藤防災サービス（株）
関東防災大河原幾雄商店
（一財）栃木県消防設備保安協会
（株）小牧工業
第一電機（株）
（株）青木商会
（株）大出電機
黒川電設
（有）内山電機
（株）西城
（株）佐藤設備
（株）トチナン
佐藤商事（株）
（資）渡辺商店
信和防災（有）

氏 　 名
和　田　　　均
吉　成　孝　夫
阿　波　保　雄
大　橋　　　保
中　村　　　勝
戸　塚　　　守
和久井　文　夫
渡　辺　克　久
佐　藤　健　成
大河原　隆　嗣
星　　　守　広
小　牧　伸　敏
関　本　惠　一
青　木　幸　一
大　出　幸　俊
黒　川　隆　行
内　山　光　市
髙　𣘺　　　巖
佐久間　　　進
猪　瀬　　　修
今　井　　　裕
渡　辺　圭　一
長　竹　孝　二

役 　 職
理 事 長
副 理 事 長
副 理 事 長
理 事
〃
〃
〃
〃
〃
〃

常 務 理 事
監 事
〃
〃

評 議 員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

部 　 会
管 工 事
電 気 工 事
消 防 設 備
管 工 事
〃

電 気 工 事
〃

消 防 設 備
〃
〃

管 工 事
電 気 工 事
消 防 設 備
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令和３年６月の評議員会により下記の理事・監事が選任されました。

【栃木県防災館】

●主　　催／栃木県防災館（指定管理者：北関東綜合警備保障㈱）
●開 催 日／ 3月 5日㈯　10：00～ 14：00
●場　　所／栃木県防災館　
　　　　　　　宇都宮市中里町 248　TEL 028-674-4843
　　　　　　　（身障者用のトイレあり）
●参 加 費／無料
●申込方法／申込不要

放水体験や子ども用防火服による写真撮影、災害対策 DVD の放映などの体験イベントを用意し
てお待ちしています。来館いただいた方に先着で災害用非常食を配布いたします。もちろん、大風・
煙迷路・地震体験も参加できます。
いつ発生するか分からない大規模災害に備えて、家族みんなで防災について考えてみましょう。

詳しくは、
栃木県防災館に
直接お問い合わせ
ください。

春の防災フェスティバル 2022
イベント開催の
お知らせ
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住所変更　(敬称略)
㈲日東防災 （旧） 住所：〒329-0417 下野市国分寺 520-1

（新） 住所：〒329-0433 下野市緑 2丁目 24-13

会　員　情　報

代表者変更　(敬称略)
①環境整備㈱
　（旧）　竹島　秀幸
　（新）　辻中　昭彦

②鹿沼防災㈱
　（旧）　隈川　尊雄
　（新）　隈川美恵子

③トーテツメンテナンス㈱
　（旧）　岡村　昭博
　（新）　篠原　雅之

④㈱多田電工
　（旧）　多田　　満
　（新）　多田　　寬

⑤㈱小山水道工業所
　（旧）　海老原　勇
　（新）　海老原寿英

⑥㈲東岩曽防災
　（旧）　加藤　政行
　（新）　加藤　良浩

⑦いすゞ ビルメンテナンス㈱栃木事業部
　（旧）　小柳　岳夫
　（新）　小関　孝男

新規入会　(敬称略)
①㈱大出電機
　住所：小山市神鳥谷 6-6-29
　代表取締役　大出　幸俊

②黒川電設
　住所：那珂川町馬頭 2079-8
　代表取締役　黒川　隆行

③㈲内山電機
　住所：栃木市沼和田町 42-3
　代表取締役　内山　光市

令和 3年 5月付

協会からのお知らせ

令和２年度に免許を取得された方、また平成29年度に講習を受講された方が対象です。
前回、栃木県で受講された方には受講案内を前回の住所地に送付しています。住所に変更があった場

合には、当協会（☎028-625-4611）あて連絡をお願いします。

◆令和４年度の消防設備士法定講習は、例年どおり10月を予定しています。

この研修会は、当協会会員また消防職員の方を対象に、消防庁や有識者の方を迎え、消防設備等の法律
や保守業務に関するものです（隔年開催、次回は令和６年です）。詳細は５月頃ホームページに掲載します。

◆令和４年度は消防設備保守業務等研修会を予定しています。

会員名簿（令和３年 10 月 1 日現在）記載事項に変更があった場合には､会員専用ページより様式をダ
ウンロードし、該当項目を記入のうえ提出してください。
また、点検済表示登録会員の変更についても併せて提出してください。

◆代表者や所在地等に変更のあった場合には、届出書の提出をお願いします。

（一財）日本消防設備安全センターでは、令和４年 1 月 17 日より３月 31 日までの期間、再講習受講者
を対象にオンライン受講ができます。
未受講の方は是非ご利用ください。詳しくは、（一財）日本消防設備安全センターのサイトをご覧ください。

◆令和３年度の消防設備点検資格者再講習がオンライン受講可能になりました。



二酸化炭素消火設備に係る事故を踏まえた
対応について

名古屋市、東京都港区、東京都新宿区において二酸化炭素が放出する事故が発生し、死者、負
傷者が発生しました。現在国におかれましては、検討部会を設置し、対応を検討しております
（以下参照）。法改正等の動きがあればその都度ホームページにてお知らせいたします。
消防設備等点検実施の際には、全域放出方式の二酸化炭素消火設備の安全対策ガイドラインを
踏まえ、建物関係者への周知も行うよう事故防止に努めてください。
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